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平
成
２
９
年
１
１
月
１
１
日
（
土
）、

県
営
ほ
場
整
備
事
業
北
山
田
中
部
地
区

完
工
式
が
南
砺
市
の
北
山
田
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

式
で
は
、
桃
野
福
光
町
土
地
改
良
区
理

事
長
の
式
辞
の
後
、
石
田
砺
波
農
林
振

興
セ
ン
タ
ー
所
長
に
よ
る
事
業
経
過
報

告
が
行
わ
れ
、
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。 

本
地
区
は
、
昭
和
２
８
年
～
３
９
年

に
か
け
て
一
筆
１
０
ア
ー
ル
区
画
の
耕

地
整
理
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
営
農
形

態
の
変
化
や
用
排
水
路
の
老
朽
化
、
そ

し
て
転
作
の
拡
大
に
よ
る
農
地
の
汎
用

化
の
必
要
性
が
生
じ
、
早
急
な
生
産
基

盤
の
整
備
が
要
望
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
、
平
成
２
０
年
か
ら
２
６
年
の

７
年
間
に
お
い
て
北
山
田
中
部
東
地

区
、
西
地
区
の
２
地
区
で
区
画
整
理
８

５
㏊
、
暗
渠
排
水
２
７
㏊
、
客
土
１
０

㏊
を
施
工
し
、
生
産
基
盤
を
整
備
し
ま

し
た
。 

ま
た
こ
の
事
業
に
あ
わ
せ
、
農
事
組
合

法
人
へ
の
集
積
率
は
北
山
田
中
部
東
地

区
８
８
％
、
北
山
田
中
部
西
地
区
９
７
％

と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
一
層
の
営
農
上

の
効
率
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

 
 

（１面） 

・北山田中部地区完工式開催  

・庄川左岸地区用排水対策の促進に関する提案 

・平成 29 年度砺波管内農地林務優良工事表彰式 

（２面） 

・農林水産省『たまねぎ』栽培と農業基盤整備を視察 

・とやま帰農塾「砺波塾・五箇山なぎ畑塾・井波塾」

が開講 

・元気とやまむらづくり推進大会開催 

・農業農村工学会京都支部研究発表会 

・北陸農政局豊かなむらづくり表彰式 

・富山県農村文化賞贈呈式 

第 ２４ 号 
平成 29 年 12 月 6 日 

富山県砺波農林振興センター 

農業農村整備広報・広聴連絡会議 

〒939-1386 砺波市幸町 1番 7号 

電話(0763)32-8124【指導課】 

☆砺波農林振興センター 

管内の情報を 

ホームページで発信中！！ 

http://www.pref.toyama.jp/branches/

1633 

県
営
ほ
場
整
備
事
業 

北
山
田
中
部
地
区 

完 

工 

式 

平
成
２
９
年
度 

砺
波
管
内
農
地
林
務
優
良
工
事
表
彰
式 

平
成
２
９
年
１
２
月
６
日
（
水
）
、
砺
波

管
内
農
地
林
務
優
良
工
事
表
彰
式
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
２
８
年
度
に
完
成
し
た
県
営
（
５
０

０
万
円
以
上
３
，
０
０
０
万
円
未
満
）
・
団

体
営
工
事
を
対
象
と
し
て
、
優
良
な
工
事
の

施
工
者
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
先

だ
っ
て
は
県
営
（
３
，
０
０
０
万
円
以
上
）

工
事
を
対
象
と
し
た
、
富
山
県
建
設
優
良
工

事
等
表
彰
式
も
開
催
さ
れ
て
お
り
、
当
管
内

か
ら
も
土
地
改
良
部
門
に
お
い
て
２
件
の

表
彰
（
農
林
水
産
部
長
賞
）
を
受
け
て
い
ま

す
。 当

管
内
で
は
昨
年
度
よ
り
表
彰
を
受
け

た
工
事
の
現
場
代
理
人
に
も
記
念
品
を
贈

呈
し
て
い
ま
す
。
本
表
彰
の
目
的
で
あ
る

「
建
設
技
術
の
向
上
と
適
正
な
施
工
を
図

り
、
も
っ
て
建
設
事
業
の
健
全
な
発
展
を
期

す
る
」
た
め
の
励
み
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。 

受 

賞 

者
（
土
地
改
良
部
門
） 

砺
波
管
内
農
地
林
務
優
良
工
事
表
彰 

（
県 

営
） 

・
最
優
秀
賞 

山
田
建
設
㈱ 

・
良 

 

賞 

㈲
長
谷
川
建
設 

（
団
体
営
） 

・
優 

秀 

賞 

中
越
興
業
㈱ 

片
山
工
業
㈱ 

・
良 

 

賞 

松
本
建
設
㈱ 

富
山
県
建
設
優
良
工
事
等
表
彰 

・
部
長
賞 

砺
波
工
業
㈱ 

㈲
西
森
組 

（県営）最優秀賞 山田建設㈱ （団体営）優秀賞 中越興業㈱ 

・
平
成
３
０
年
１
月
１
９
日
（
金
） 

 

農
業
農
村
整
備
事
業
関
係
調
査
研 

究
発
表
会 

（
県
民
会
館
） 

・
平
成
３
０
年
１
月
１
９
日
（
金
） 

第
２
９
回
富
山
県
農
村
振
興
技
術 

連
盟
写
真
展 

（
県
民
会
館
） 

・
平
成
３
０
年
２
月
１
０
日
（
土
） 

 
 
 
 
 

～
２
月
１
８
日
（
日
） 

第
２
９
回
富
山
県
農
村
振
興
技
術 

連
盟
写
真
展
砺
波
展
示 

 
 

（
砺
波
散
居
村
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

情
報
館
） 

イ
ベ
ン
ト 

開
催
案
内 

ブログやっています。 

“とやま水土里探訪ブログ” 

http://facebook.com/toy

ama.nousonseibi 

 

庄
川
左
岸
地
区
用
排
水
対
策
の
促
進
に
関
す
る
提
案 

去
る
平
成
２
９
年
１
１
月
３
０
日

（
木
）
、
砺
波
総
合
庁
舎
別
館
第
１
会
議

室
に
お
い
て
、
庄
川
左
岸
地
区
用
排
水
対

策
促
進
協
議
会
（
会
長
・
夏
野
砺
波
市
長
）

に
よ
る
、
①
国
営
総
合
農
地
防
災
事
業

「
庄
川
左
岸
地
区
」
の
促
進
、
②
国
営
附

帯
県
営
農
地
防
災
事
業
「
庄
川
左
岸
地

区
」
の
促
進
、
③
県
営
基
幹
水
利
施
設
ス

ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
の
促
進
、
に

つ
い
て
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

 

石
田
砺
波
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長

は
、
防
災
減
災
事
業
、
ス
ト
マ
ネ
事
業
と

も
に
し
っ
か
り
と
進
め
て
い
き
た
い
と

回
答
し
ま
し
た
。 

 

↓
事
業
経
過
報
告
を
す
る 

砺
波
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
石
田
所
長 

優良工事受賞者 
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と
や
ま
帰
農
塾
は
、
都
市
と
農
山
漁
村
の
交
流

や
、
地
域
へ
の
定
住
・
半
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、

県
が
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

や
ま
へ
委
託
、
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。 

今
年
度
は
、
６
月
１
０
日
（
土
）
よ
り
１
２
日

（
月
）
に
砺
波
塾
、
８
月
２
３
日
（
水
）
よ
り
２

５
日
（
金
）
に
わ
た
り
五
箇
山
な
ぎ
畑
塾
、
１
０ 

 

編
集
後
記 

 

先
日
、
先
の
読
め
な
い
秋
の
空
の
下
、
秋
ら
し

い
情
緒
を
楽
し
も
う
と
黒
部
峡
谷
ト
ロ
ッ
コ
電

車
に
乗
っ
て
欅
平
ま
で
紅
葉
を
見
に
行
き
ま
し

た
。 誰

の
行
い
が
悪
い
の
か
、
前
日
の
夜
中
か
ら
暴

風
が
吹
き
荒
れ
て
お
り
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
最

悪
。
こ
れ
は
、
ト
ロ
ッ
コ
旅
路
も
期
待
で
き
な
い

な
と
悲
観
的
で
し
た
が
、
峡
谷
と
い
う
地
形
か
ら

か
現
地
は
風
が
思
っ
た
よ
り
吹
い
て
お
ら
ず
、
雄

大
な
自
然
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

紅
葉
の
美
し
さ
と
何
事
も
や
っ
て
み
な
い
と

わ
か
ら
な
い
、
そ
ん
な
前
向
き
な
考
え
方
を
自
然

に
教
え
ら
れ
、
心
機
一
転
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を

大
切
に
日
々
の
業
務
に
臨
み
た
く
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（
水
落 

記
） 

イワナの塩焼き調理中 

農
林
水
産
省
『
た
ま
ね
ぎ
』
栽
培
と
農
業
基
盤
整
備
を
視
察 

 
去
る
平
成
２
９
年
９
月
７
日
（
木
）
、
砺
波
市

五
郎
丸
の
Ｊ
Ａ
と
な
み
野
た
ま
ね
ぎ
集
出
荷
貯

蔵
施
設
に
お
い
て
、
農
林
水
産
省
の
荒
川
農
村
振

興
局
長
、
印
藤
北
陸
農
政
局
長
ほ
か
幹
部
職
員
、

本
県
か
ら
佐
野
Ｊ
Ａ
と
な
み
野
代
表
理
事
組
合

長
、
山
田
砺
波
市
土
地
改
良
区
理
事
長
、
清
水
県

農
林
水
産
部
次
長
な
ど
と
の
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

Ｊ
Ａ
と
な
み
野
か
ら
は
、
『
た
ま
ね
ぎ
』
の
一

大
産
地
化
に
向
け
て
３
０
年
度
作
付
面
積
を
２

０
０
㏊
規
模
ま
で
拡
大
（
２
９
年
度
作
付
面
積
１

１
８
㏊
）
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
約
と
『
た
ま
ね

ぎ
』
秀
品
率
の
向
上
を
図
る
た
め
農
地
の
大
区
画

化
や
汎
用
化
な
ど
基
盤
整
備
の
必
要
性
な
ど
発

言
さ
れ
ま
し
た
。 

農
林
水
産
省
か
ら
は
、
た
ま
ね
ぎ
栽
培
に
よ
る

収
益
実
績
や
水
稲
栽
培
に
よ
る
ベ
ト
病
対
策
、
農 

地
中
間
管
理
機
構
と
の
連
携
状
況
に
つ
い
て
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。 

と
や
ま
帰
農
塾
「
砺
波
塾
・
五
箇
山
な
ぎ
畑
塾
・
井
波
塾
」
が
開
講 

と
な 月

２
７
日
（
金
）
よ
り
２
９
日
（
日
）
に
か
け
て

井
波
塾
と
管
内
３
地
域
で
と
や
ま
帰
農
塾
が
開

講
さ
れ
ま
し
た
。 

井
波
塾
で
は
、
千
葉
県
や
岐
阜
県
の
方
な
ど
９

名
の
参
加
が
あ
り
、
南
砺
市
小
又
地
内
の
ぬ
く
森

の
郷
に
宿
泊
し
、
欄
間
彫
刻
で
有
名
な
井
波
彫
刻

木
彫
り
体
験
と
し
て
、
谷
口
信
夫
工
房
に
て
ノ
ミ

を
使
い
木
の
葉
型
の
皿
づ
く
り
を
体
験
。
イ
ワ
ナ

の
塩
焼
き
で
は
、
イ
ワ
ナ
の
は
ら
わ
た
処
理
・
串

刺
し
を
体
験
し
た
後
、
昼
食
に
炭
火
に
よ
る
イ
ワ

ナ
の
塩
焼
き
を
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
炭
焼
き
体
験
で
は
、
マ
ス
ク
越
し
に
鼻
の
周

り
を
真
っ
黒
に
す
る
体
験
ま
で
し
た
受
講
生
も

い
ま
し
た
。
雨
天
の
た
め
、
里
芋
掘
り
体
験
か
ら
、

ず
い
き
（
芋
茎
）
の
皮
を
剥
い
た
後
、
藁
で
つ
る

す
干
し
ず
い
き
作
り
体
験
に
内
容
変
更
と
な
っ

た
講
座
も
あ
り
ま
し
た
が
、
期
間
を
通
し
地
元
の

方
々
と
の
交
流
し
な
が
ら
里
山
を
守
り
活
用
す

る
中
山
間
地
域
の
生
活
を
体
験
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

視察状況 

農業農村工学会京都支部研究発表会 

農業農村工学会京都支部研究発表会が金沢市で 10 月に開催さ

れ、「たまねぎの産地化と基盤整備の果たした役割」について、砺

波農林振興センターの高多主任が発表しました。 
砺波平野では豊富な水資源を背景に、稲作主体の基盤整備や営農

が行われてきましたが、透水性の良い扇状地の水田が広がる地域特

性を活かし、平成 20 年より「たまねぎ」の産地化の取組みが進め

られています。たまねぎの生産では、これまで整備された水田や農

業用水、水田でたまねぎなど畑作物が生産できるように排水性を改

善するため設置された深い排水桝などが活かされています。具体的

には、畝が乾燥した際に畝間に用水を流す「畝間かん水」、連作障

害を軽減するため収穫後の「湛水処理」が行われています。 
 ↓

議
題
に
つ
い
て
発
表
す
る
砺
波
農
林
振
興
セ 

ン
タ
ー
高
多
主
任 

７
月
３
１
日
「
元
気
と
や
ま
」
む
ら
づ
く
り
推

進
大
会
が
県
民
会
館
で
開
催
さ
れ
、
農
村
振
興
・

環
境
保
全
に
功
績
の
あ
っ
た
６
団
体
が
優
良
活
動

知
事
賞
を
受
賞
し
、
砺
波
管
内
か
ら
は
長
楽
寺
環

境
保
全
委
員
会
（
南
砺
市
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

元
気
と
や
ま 

 

む
ら
づ
く
り
推
進
大
会
開
催 

１
１
月
１
６
日
北
陸
農
政
局
豊
か
な
む
ら
づ
く

り
表
彰
式
が
金
沢
広
坂
合
同
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
富
山
県
内
か
ら
は
、
小
島
環
境
保
全
向
上
対

策
協
議
会
（
砺
波
市
）
が
北
陸
農
政
局
長
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。 

北
陸
農
政
局 

 
 

豊
か
な
む
ら
づ
く
り
表
彰
式 

１
２
月
６
日
、
第
６
６
回
富
山
県
農
村
文
化
賞

の
贈
呈
式
が
富
山
県
民
会
館
で
あ
り
ま
し
た
。
農

林
業
振
興
や
地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
６
団
体
が

受
賞
し
、
砺
波
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
管
内
か
ら
は
、

院
瀬
見
地
区
環
境
保
全
委
員
会
が
選
ば
れ
ま
し

た
。 

富
山
県
農
村
文
化
賞
贈
呈
式 

 


